
ま
す
。
そ
し
て
、
私
達
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て

い
る
の
が
外
国
移
住
者
の
仲
間

た
ち
で
す
。

　

移
住
し
た
て
の
頃
、
市
の
移

住
定
住
係
の 
方
が
さ
ま
ざ
ま
な

方
を
ご
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
、

友
達
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

一
緒
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
、
こ
こ
ま

で
気
の
合
う
仲
間
に
出
会
え
る

と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　

私
は
、
移
住
す
る
前
に
妊
娠

が
発
覚
し
た
の
で
す
が
、
産
後

マ
マ
ヘ
ル
プ
、
マ
マ
サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
支
援
セ
ン
タ
ー

が
充
実
し
て
い
て
、
と
て
も
助

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
訳
で
、
あ
っ
と
い
う

間
に
１
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し

た
。
移
住
し
て
本
当
に
良
か
っ

た
、
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
私
達

も
飯
山
や
温
井
の
皆
さ
ん
の
力

に
な
れ
る
よ
う
に
、
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

恩
返
し
し
な
が
ら
仲
良
く
楽
し

く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
！

　

４
月
19
日
、
平
成
31
年
度
飯

山
市
公
民
館
長
・
主
事
合
同
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
飯
山
市
公
民
館
の

運
営
方
針
や
、
各
公
民
館
の
事
業

実
績
と
計
画
の
報
告
、
公
民
館
運

営
協
議
会
の
事
業
予
定
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、本
年
４
月
１
日
付
け
で
、

再
任
、新
任
さ
れ
た
公
民
館
長
へ
、

長
瀬
哲
飯
山
市
教
育
長
よ
り
辞

令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
飯
山

市
地
区
公
民
館
長
会
正
副
会
長

の
選
出
も
行
わ
れ
、
会
長
に
秋
津

公
民
館
長
の
清
水
基
良
さ
ん
、
副

会
長
に
岡
山
公
民
館
長
の
井
澤
清

一
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

退
任
さ
れ
た
前
飯
山
公
民
館

長
の
中
野
正
文
さ
ん
（
５
年
）、

前
柳
原
公
民
館
長
の
清
水
滿
亀

夫
さ
ん
（
３
年
）、
前
外
様
公
民

館
長
の
宮
本
晴
男
さ
ん
（
４
年
）

に
は
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

に
郵
送
し
て
頂
い
た
飯
山
の
魅

力
が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
何
度
も
読
み

返
し
、
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

夫
は
ま
だ
片
言
程
度
の
日
本

語
し
か
喋
れ
な
く
不
安
だ
っ
た

の
で
す
が
、
近
所
の
皆
さ
ん
に

沢
山
の
暖
か
い
お
誘
い
を
い
た

だ
き
、
今
で
は
夫
一
人
で
も
楽

し
そ
う
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

地
区
の
行
事
も
い
つ
も
待
ち
遠

し
く
、
私
達
が
快
適
に
楽
し
く

暮
ら
せ
て
い
る
の
は
温
か
く
歓

迎
し
て
く
だ
さ
っ
た
温
井
の
み

な
さ
ん
の
お
陰
だ
と
思
っ
て
い

　

平
成
29
年
11
月
末
に
温
井
地

区
に
夫
婦
で
移
住
し
ま
し
た
。

夫
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
、
私

は
大
阪
出
身
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
20
年
住
ん
で
い
ま
し
た
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や
登
山
が
大
好

き
で
、
あ
る
日
友
達
が
移
住
す

る
と
聞
き
、
私
達
も
移
住
に
興

味
を
持
ち
温
井
に
移
住
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

　

海
外
か
ら
の
移
住
は
不
安
で

し
た
が
、不
動
産
の
方
か
ら
「
面

倒
見
て
あ
げ
る
か
ら
心
配
い
ら

な
い
よ
。」
と
温
か
い
言
葉
を

頂
い
た
り
、
飯
山
市
役
所
さ
ん

れ
26
団
体
、
２
０
２
名
の
皆

さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
来
場
者
は
約
６
０
０
名
と

前
年
を
若
干
下
回
り
ま
し
た

が
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

大
勢
の
方
に
作
品
を
見
学
し
て

い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

同
時
開
催
さ
れ
た
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
、
市
内
音
楽
団

体
な
ど
の
有
志
の
方
に
よ
る
合

唱
や
演
奏
が
行
わ
れ
、
市
民
芸

術
祭
ら
し
い
美
し
い
音
楽
が
会

場
を
包
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

来
場
者
さ
れ
た
方
か
ら
は

「
力
作
も
多
く
の
、
心
が
豊
か

に
な
っ
た
。」「
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
に
感
動
、
心
が
ほ
ぐ
れ

た
。」
な
ど
多
く
の
感
想
も
い

た
だ
き
、
作
品
に
見
入
る
人
、

音
楽
に
聞
き
入
る
人
と
さ
ま
ざ

ま
な
楽
し
み
方
が
で
き
た
よ
う

で
す
。

　

最
後
に
、
運
営
に
当
た
り
多

く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

が
主
催
と
な
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

４
月
13
日
、
14
日
に
は
展
示

部
門
が
、
飯
山
市
公
民
館
、
飯

山
市
美
術
館
を
会
場
に
開
催
さ

　

第
39
回
飯
山
市
民
芸
術
祭

（
展
示
部
門
）
は
、
市
内
の
個

人
・
団
体
が
日
頃
の
芸
術
文
化

活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と

し
て
、
飯
山
市
芸
術
文
化
協
会

山
地
方
で
の
戦
い
な
ど
、
古
代

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
解
説
が
あ

り
、
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
勘
助
山
付
近
か
ら
は

飯
山
盆
地
が
一
望
で
き
、
中

央
に
千
曲
川
、
北
に
は
黒
岩
山

か
ら
鍋
倉
山
、
東
に
は
毛
無
山

か
ら
高
社
山
と
緩
や
か
な
尾
根

に
囲
ま
れ
た
飯
山
盆
地
は
ま
さ

に
日
本
の
ふ
る
さ
と
そ
の
も
の

で
、
素
晴
ら
し
い
自
然
景
観
を

堪
能
し
、 

充
実
し
た
ひ
と
時
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
21
日
秋
津
公
民
館
と
飯

山
市
公
民
館
の
共
催
事
業
で

「
水
梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会
・

勘
助
山
古
墳
学
習
会
」
が
開
催

さ
れ
、
地
区
内
外
か
ら
大
人
20

名
子
ど
も
５
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
雪
消
え

も
早
く
カ
タ
ク
リ
の
花
の
開
花

も
後
半
で
し
た
が
、
今
年
は
遊

歩
道
に
残
雪
も
見
ら
れ
花
も
咲

き
始
め
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会
は
講
師
の

清
水
岩
夫
さ
ん
か
ら
の
詳
細
か

つ
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
解
説
に

よ
り
笑
い
が
絶
え
ず
、
カ
タ
ク

リ
の
花
は
参
加
者
を
待
っ
て
い

た
か
の
よ
う
に
薄
紫
の
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、

オ
ウ
レ
ン
、
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
、

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
な
ど
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
半
の
勘
助
山
古
墳
の
学
習

会
で
は
講
師
の
松
澤
芳
宏
さ
ん

か
ら
、
古
墳
時
代
の
基
礎
知
識

や
飯
山
地
方
の
古
墳
の
全
国
的

見
地
か
ら
の
位
置
づ
け
、
戦
国

時
代
な
ど
の
周
辺
の
山
城
と
飯

秋
津
の
美
し
い
自
然
と
、
古
代
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
る

水
梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会

勘
介
山
古
墳
学
習
会

秋
津
公
民
館
＆
飯
山
市
公
民
館
共
催
事
業

【
筆
者
紹
介
】

 

岡
山
が
大
好
き
な
ご
家
族
で

す
。
地
域
に
な
じ
み
、
日
々
の

生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

岡
山
広
報
部    

石
澤  

勝
彦  

25 生涯学習だより / 19.5
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退
任
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清
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滿
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外
様
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宮
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晴
男
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新
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民
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飯
山
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森
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浩
正

柳
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民
館
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荻
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一

外
様
公
民
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長　

小
林　

則
夫

【
再
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地
区
公
民
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長
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富
倉
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民
館
長　

片
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治
夫
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事
合
同
会
議
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岡山地区　ボルメンスキー エリス

移住して大満足！
豊かな自然と人々に囲まれて

生
涯

学
習
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飯山の文化財

24

県道 408 号線沿い、西大滝ダ
ムからほど近い所にある六地
蔵。平成 23 年 3 月 12 日に長
野県北部地震が起こった際、そ
れまで向いていた南から、栄村
がある東の方向に向きを変え
た。「お地蔵さんが西大滝を守っ
てくれた」と言われている。

飯山の文化財
西大滝の六地蔵

令和元年（2019）　5月15日発行
発行・編集：市民学習支援課
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私
た
ち
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
毎
月

第
一・
第
二
・
第
四
の
木
曜
日
午
前
10
時
か

ら
11
時
30
分
ま
で
、
飯
山
市
公
民
館
で
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

　
つ
い
口
ず
さ
み
た
く
な
る
よ
う
な
懐
か
し

い
曲
や
、
親
し
み
や
す
く
や
さ
し
い
曲
が
中

心
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
若
々
し
く
、
活
力

あ
ふ
れ
る
先
生
の
指
導
で
私
た
ち
は
元
気

を
頂
い
て
い
ま
す
。
軽
く
身
体
を
動
か
し
、

発
生
練
習
の
後
、
た
っ
ぷ
り
歌
い
ま
す
。
大

き
い
口
を
あ
け
て
仲
間
と
声
を
合
わ
せ
歌
っ

た
後
は
、
と
て
も
爽
快
で
す
。
次
回
が
楽
し

み
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
と
一
緒
に
、
歌
を
楽
し
ん

で
頂
け
る
会
員
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
一
度
お
で
か
け
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

　

飯
山
藩
士
で
あ
り
、
画

家
と
し
て
花
鳥
画
を
描

き
続
け
た
佐
久
間
雲
窓

（
１
８
０
１
〜
１
８
８
４
）

の
屏
風
展
が
好
評
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

来
館
者
か
ら
、「
こ
ん
な

間
近
で
六
曲
一
双
屏
風
を

見
た
の
は
初
め
て
。」「
昔
に

描
か
れ
た
も
の
な
の
に
色

鮮
や
か
で
び
っ
く
り
し
ま

し
た
！
」
と
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
市
内
外
の
方
々
か

ら
「
飯
山
藩
士
で
絵
師
の
作

品
だ
と
言
わ
れ
た
が
、
雲

窓
の
作
品
だ
と
思
う
。」「
土

蔵
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た

屏
風
に
雲
窓
の
文
字
が
あ

る
。」「
掛
軸
数
点
。
半
双
の

屏
風
を
持
っ
て
い
ま
す
。」

「
作
品
貸
出
し
等
、
協
力
可

能
で
す
。」
と
貴
重
な
情
報

や
申
し
出
を
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

に
活
用
で
き
る
よ
う
致
し

ま
す
。

「
佐
久
間
雲
窓
展
」

終
了
し
ま
し
た

飯
山
市
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

◆集合場所 ： いいやま女性センター未来　創作室
◆時間 ： 午前の部 10:00～12:00、午後の部 13:30～15:30
◆講師 ： 元）日比谷花壇ブライダルフラワーコーディネーター
◆対象者 ： 市民及び市内に在勤の方
◆定員 ： 午前・午後各 10名
◆持ち物 ： エプロン、はさみ
◆材料費 ： 2,000 円 /1 回
◆受講料 ： 200 円 /1 回
◆募集期間 ： 5 月 28日（火）～ 6月 14日（金）
◆申込先 ： 女性センター未来　☎ 62-0543

プリザーブドフラワー講座 女性センター未来
くらしのセミナー 6/28・7/26・8/30・9/27 金

◆場所 ： 桂池周辺
◆時間 ： 9:00 ～ 12:00
◆持ち物 ： タオル、飲み物、筆記用具、雨具など
◆服装 ： 長袖、長ズボン、長靴（山に入る格好）
◆その他 ： 小学２年生以下は要保護者同伴
◆募集期間 ： 6 月 7日（金）まで
◆申込先 ： 飯山市公民館　☎ 62-3342
  ※外様地区の方は外様公民館　☎ 62-1029 

　飯山市公民館との共催事業として、天然記念物黒岩山に生息する
モリアオガエル、クロサンショウウオ、山野草の観察を行います。

天然記念物 黒岩山観察会 外様公民館＆
飯山市公民館共催 6/15 土 飯山市公民館 （集合8:30）

外様公民館 （集合9:00）

　今年は、国の重要無形民俗文化財「小菅の柱松行事」
の三年に一度の開催年にあたります。そこで、柱松行事
を学び、体験する「小菅の柱松学部」をひらくことにし
ました。貴重な体験ができるまたとない機会です！ぜひ
ご参加ください

寺子屋いいやま
「小菅の柱松学部」
受講生募集

・定員：20名
・お申込み締切： 6 月 22 日（土）
・お申込み先：飯山市公民館　☎ 62-3342

飯山市公民館・瑞穂地区活性化センター・ふるさと館共催

6 月 29 日（土）午後 1 時 30 分～
瑞穂公民館　映像でみる柱松行事
7 月 14 日（日）午後 1 時 30 分～
小菅講堂前庭　柱松の準備を体験
7 月 21 日（日）午後 1 時 30 分～
小菅講堂前庭　柱松行事を見学

第１回

第2回

第3回

　小学生のみなさん、毎月第一土曜はふるさと館へ！昔の遊び
や縄文体験にチャレンジしてみよう！地域の達人・先輩たちが
やさしく教えてくれるよ！詳しくは、学校経由で配布のチラシ
や毎月の市報に掲載する情報をチェックしてみてね。

・開催日 ：6月2日（日）午前8時 30分～12時
・集合場所 ：ふるさと館前集合（8時 30 分出発）
・参加費 ：無料
・持ち物 ：雨具、筆記用具、山歩きに適した服装
・募集人数 ：40 名

　オオルリシジミは環境省絶滅危惧Ⅰ類に選定さ
れ、本州では飯山をふくめ長野県の３地区にのみ生
息している希少なチョウです。里山をハイキングし
ながら、「幸せをよぶチョウ」とも呼ばれるオオルリ
シジミを探して見ませんか？

　重要文化的景観「小菅の里」をはじめ、市内や周辺の中山間地では、石垣に
よって田畑や宅地が区画され、独特の景観を創り出しています。これらの石垣
は、これまで地域に住んできた人々自身によって石が積み上げられ、維持管理
されてきましたが、今日では石の積み方を知っている人はごく少数になってし
まいました。
　そこで飯山市教育委員会では、このほど専門家を招いて、「小菅の里」にお
いて下記の日程で石垣の石積みの方法を学ぶ体験講習会を開催いたします。
　実際の石垣の石積みを直す、ワークショップを予定しています。

開催日 ： ６月8日（土）
時間 ： 午前 9時～午後 3時
集合場所 ： 小菅神社の講堂前庭
定員 ： 30 名程度
申込締切 ： 6 月 1 日（土）
※昼食は各自でご用意ください。
※小菅地区居住の方の参加を優先
的に受付いたします。

お問合せ・申込先　飯山市ふるさと館　☎67-2030

開催日 ： 毎月第一土曜日 午前10 時 ～11 時 30 分
場所 ： ふるさと館体験室
対象 ： 市内小学生 20 名（保護者の付き添いも可）
参加費 ： 各回 200 円～300 円
その他 ： ひとり何回でも参加できます。希望の回に
  参加ください。

ふるさと館マンスリースクール

 参加費：200円 / 講師：岡本忠夫さん、順子さん/申込締切：5/25 ㈮
6月1日（土）第2回「昔の遊び　　　　　」オオルリシジミ観察会

参加者募集

「石垣の石積み 体験講習会」開催します

～じゅず玉や
　　木片を使って～

コーラスグループ「コーロ・カメリア」
飯山市公民館　サークル紹介
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◇
第
49
回
瑞
穂
地
区
球
技
大
会

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
３
種
目
で

の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

・
日
時　
　
６
月
２
日
㈰

・
問
合
先　

瑞
穂
公
民
館

☎
65
２
５
０
１

柳

原

◇
柳
原
地
区
球
技
大
会
開
催

　

地
域
の
連
携
と
親
睦
を
深
め
る

た
め
、
柳
原
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

雨
天
の
場
合
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

は
中
止
と
し
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
男
女
混
合
で
開
催
し
ま
す
。

・
日
時 

６
月
９
日
㈰ 

午
前
９
時

〜
開
会

・
会
場 

泉
台
小
学
校　

グ
ラ
ン

ド（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、体
育
館（
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

・
問
合
先　

柳
原
公
民
館

☎
62
５
５
６
２

外

様

◇
外
様
公
民
館
運
営
審
議
会

　
４
月
21
日
に
開
催
さ
れ
、
本
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。「
元
気
で
楽
し
い
外

様
を
め
ざ
そ
う
」
の
合
言
葉
の
も

と
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
い
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
運
営
委
員
会
（
区

長
会
正
副
会
長
と
市
議
会
議
員
・

各
集
落
公
民
館
長
、
瑞
穂
公
民

館
）
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
整
備
と
ネ

ッ
ト
張
り
、
ト
イ
レ
棟
の
冬
囲
い

は
ず
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
公
民
館
専
門
部
員

た
ち
が
、
瑞
穂
地
区
内
の
文
化
財

の
看
板
立
て
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。

事
業
報
告
、
平
成
31
年
度
事
業

計
画
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
飯
山
地
区
人
権
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、

人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
風
の
匂
い
」

鑑
賞
で
、
障
害
の
あ
る
人
に
と
っ

て
の
社
会
的
な
バ
リ
ア
を
知
る
こ

と
で
、
差
別
意
識
や
知
識
不
足
を

な
く
し
「
バ
リ
ア=

壁
」
の
な
い

住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。

木

島

◇
第
27
回
木
島
地
区
レ
デ
ィ
ー

ス
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

・
日
時 

６
月
２
日
㈰ 

午
前
８
時

30
分
〜
開
会
式

・
場
所 

木
島
小
学
校
体
育
館
を

 

会
場
に
開
催
し
ま
す
。

◇
第
10
回
木
島
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会

地
区
住
民
の
健
康
と
親
睦
を
目
的

に
、
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
日
時 

７
月
７
日
㈰ 

午
前
８
時

30
分
〜
開
会
式

・
場
所 

木
島
河
川
公
園
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場

・
問
合
せ
先　

木
島
公
民
館

☎
62
０
５
５
５

瑞

穂

◇
瑞
穂
グ
ラ
ン
ド
整
備

　
４
月
13
日
、
瑞
穂
グ
ラ
ン
ド
の

ネ
ッ
ト
張
り
と
、
冬
囲
い
は
ず
し

飯

山

◇
飯
山
公
民
館
運
営
審
議
会 

　

４
月
20
日
、
午
後
５
時
30
分

か
ら
開
催
し
、
平
成
30
年
度
事

業･

決
算
報
告
、
平
成
31
年
度

事
業
計
画･

予
算
案
等
を
審
議

し
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
新
年

度
公
民
館
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。 

◇
飯
山
人
権
政
策
推
進
協
議
会

総
会 

　

公
運
審
に
併
せ
午
後
６
時
５

分
か
ら
開
催
し
、
平
成
30
年
度

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
第
24
回
外
様
公
民
館
長
杯
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
球
技
大
会

・
日
時 

５
月
26
日
㈰
午
後
１
時
〜

・
場
所 

長
峰
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
合
先　

外
様
公
民
館

☎
62
１
０
２
９

常

盤

◇
第
30
回
常
盤
地
区
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会

・
日
時　

６
月
16
日
㈰ 

午
前
８

時
15
分
〜
開
会

・
場
所　
長
峰
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

◇
第
39
回
常
盤
地
区
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会

・
日
時　
６
月
16
日
㈰
午
後
１
時
10

分
〜
開
会

・
場
所　

飯
山
市
屋
内
運
動
場

・
申
込
〆
切　
６
月
７
日
㈮

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

 ・
申
込
先　

常
盤
公
民
館

☎
62
３
２
０
０

太

田

◇
太
田
地
区
球
技
大
会
開
催

　

地
区
内
の
連
携
と
親
睦
を
深
め

る
た
め
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
雨
天
の

場
合
は
男
女
混
合
の
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
に
種
目
変
更
し
開
催
し

ま
す
。

・
日
時 

６
月
９
日
㈰ 

午
前
８
時

〜
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）、
午
前
８

時
10
分
〜
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

・
会
場 
戸
狩
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、
戸
狩
小
学
校

体
育
館（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）、

緑
の
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
（
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
）

問
合
先　

太
田
公
民
館

☎
65
４
５
７
９

岡

山

◇
岡
山
公
民
館
運
営
審
議
会

　

岡
山
公
民
館
運
営
審
議
会
が

４
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
が
承

認
さ
れ
、
公
民
館
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

井
澤
清
一
館
長
を
中
心
に
集
落

館
長
・
専
門
部
員
と
協
力
し
な
が

ら
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
事
業
を
取
り
入
れ
実
施
し

ま
す
の
で
多
く
の
皆
様
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
岡
山
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

毎
年
盛
り
上
が
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
。
今
年
も
皆
さ
ま
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
日
時　
５
月
26
日
㈰
午
後
１
時

15
分
〜

・
場
所　
な
か
よ
し
公
園

・
申
込
先　

岡
山
公
民
館

☎
69
２
０
１
０

家族で楽しむオペラ

飯山市文化交流館なちゅら（大ホール）

料　金

童話作家・浜
はま だ
田広

ひろすけ
介の名作「泣いた赤鬼」がオペラで登場！国内外で活躍するオペラ歌手による音楽劇で、

オペラ入門にも最適。赤鬼と青鬼によって歌われるアリアや二重唱など、見どころ聴きどころ満載です。「愛
とは？友情とは？相手を思いやる心とは？」年代を超えて読み継がれる名作を音楽劇でお楽しみください。

大人（高校生以上）1,000 円
小中学生 500 円
※未就学児膝上鑑賞無料
※全席自由

料　金

販売開始：6月 15日（土）～

泣いた赤鬼

大人（高校生以上）1,000 円
子ども  500 円（未就学児無料）
※全席自由

入場料

お問合せ 飯山市文化交流館なちゅら
☎ 67-0311（9:00 ～ 22:00/ 火曜休）

科学が苦手な人もお笑いが好きな人も子供も大人
も楽しめる！お笑いコンビがお届けする不思議な
笑ってタメになるサイエンスショー！！

7月27日
13：30開場
14：00開演

お問合せ 飯山市文化交流館なちゅら　☎ 67-0311（9:00 ～22:00/火曜休）

文化財の看板立て、瑞穂グラウンドのネット貼りが行われました。

飯山市文化交流館なちゅら（大ホール）

土

8月17日（土）13：00開場
14：00開演
13：45解説
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泣いた赤鬼
13：00開場

家族で楽しむオペラ
泣いた赤鬼泣いた赤鬼
家族で楽しむオペラ
泣いた赤鬼泣いた赤鬼

演出：直井 研二
指揮：苫米地 英一
赤鬼：布施 雅也（テノール）
青鬼：星野 淳（バリトン）ほか



　５月 28日㈫から６月６日㈭までの 10日間、蔵書点検・整理作業に伴い臨時休
館とさせていただきます。この期間は移動図書館車の巡回も休止となります。
　臨時休館中に本を返却する場合は、返却ポストをご利用ください。返却ポスト
は飯山市公民館側からの通路部分と図書館正面玄関スロープ付近の２カ所にあり
ます。ただし、ＤＶＤ・ＣＤ ･ビデオについては破損の恐れがあるため、返却ポ
ストではなく飯山市公民館へ返却してください。
　ご不便 ･ご迷惑をおかけしますが、どうぞご理解とご協力をお願いいたします。

　
こ
の
度
、
飯
山
市
で
は
、
平
成

30
年
３
月
に
策
定
し
た
飯
山
市

第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
お
い
て
「
第
２
次
子
ど
も
読

書
推
進
計
画
の
策
定
研
究
」
を

施
策
と
し
て
掲
げ
、
平
成
30
年

度
事
業
と
し
て
第
２
次
計
画
の
策

定
を
行
い
ま
し
た
。（
計
画
期
間

は
令
和
５
年
度
ま
で
。）

　

青
年
期
前
期
ま
で
に
適
切
な

読
書
の
習
慣
を
身
に
付
け
、
乳
幼

児
期
の
「
与
え
ら
れ
る
読
書
」
か

ら
「
主
体
的
な
読
書
」
へ
の
円
滑

な
移
行
と
習
慣
づ
け
を
行
う
こ
と

が
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
と
っ

て
大
切
で
す
。
現
在
、
飯
山
市
で

は
各
施
設
や
団
体
が
様
々
な
形
で

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
支
援
し
て

い
ま
す
が
、
よ
り
充
実
し
た
も
の

に
す
る
に
は
、
家
庭
、
保
育
園
・

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学

校
、
子
育
て
支
援
施
設
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
数
多
く
の
関
係
機

関
、
団
体
が
同
一
目
標
に
向
か
っ

て
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

今
回
の
子
ど
も
読
書
推
進
計
画

で
は
、
ま
ず
関
係
機
関
の
事
業
実

態
と
現
状
を
把
握
し
な 
が
ら
連

携
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

各
種
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

な
お
、
こ
の
度
策
定
し
た
第
２
次

飯
山
市
子
ど
も
読
書
推
進
計
画

の
詳
細
は
、
飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

蔵書点検・整理作業に伴う臨時休館のお知らせ

　
４
月
23
日
の
子
ど
も
読
書
の
日

に
併
せ
、
４
月
21
日
に
図
書
館
２

階「
え
ほ
ん
の
へ
や
」に
お
い
て「
拡

大
版
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

通
常
の
本
の
読
み
聞
か
せ
に
加

え
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

紙
芝
居
、
手
遊
び
を
交
え
て
「
拡

大
版
」
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
司

書
の
声
や
動
き
に
合
わ
せ
、
身
振

り
手
振
り
で
楽
し
そ
う
に
動
く
姿

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　現在、市立飯山図書館には約 12万３千もの資料
が所蔵されており、それらの資料を毎日たくさん
の市民の方にご利用いただいております。
　引き続き、市民の皆さまが必要とする資料を正
しく提供できるよう、実際に書架に並んでいる資
料と所蔵データを突き合わせ、間違った書架にあ
る資料を元の位置に戻したり、行方不明になって
いる資料はないか等、職員全員で点検作業を行い
ます。

●蔵書点検って何をするの？

第
２
次
飯
山
市
子
ど
も
読
書
活
動 

推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
【
拡
大
版
】

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
を
開
催

◀
蔵
書
点
検
で
使
用
す
る

ハ
ン
デ
ィ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

昨
年
度
か
ら
祝
日
の
開
館
を

始
め
て
お
り
、
４
月
下
旬
か
ら

５
月
上
旬
の
10
連
休
の
間
、
臨

時
休
館
を
除
く
８
日
間
を
開
館

し
、
学
習
室
や
多
目
的
室
の
利

用
も
含
め
、
多
く
の
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
工
夫
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
暑
い
夏
の
時
期

に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。
読
書

を
し
た
い
と
き
、
集
中
し
て
学

習
や
調
べ
物
を
し
た
い
と
き
な

ど
、
快
適
な
図
書
館
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

  ４月のベストリーダ (2019.4.1 ～ 4.30）

１ 名画は嘘をつく［1］ 木村 泰司

２

虚ろな十字架 東野 圭吾

鬼慿き十兵衛 大塚 已愛

新宿花園裏交番坂下巡査 香納 諒一

オーディションから逃げられない 桂　 望実

かわたれどき 畠中　恵

市立飯山図書館QRコード

祝
日
開
館
し
て
い
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

図
書
館
で
は
、
ふ
る
さ
と
館
で

開
催
中
の
企
画
展
「
い
い
や
ま
の

手
仕
事
展
」
に
関
連
し
た
テ
ー
マ

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
行
わ
れ

る
も
の
や
、
内
山
紙
や
飯
山
仏
壇

の
よ
う
な
伝
統
工
芸
、
手
仕
事
を

伝
承
し
て
い
る
職
人
に
焦
点
を
当

て
た
本
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

か
ら
集
め
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
家
庭
菜
園
や
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
な
ど
に
役
立
て
て
い
た

だ
け
る
本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
も

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
畑
の
ご
予
定
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？
既
に
何
か
始
め
て

い
る
方
に
も
、
こ
れ
か
ら
何
か
始

め
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
に

も
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る
資
料

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
学
び
の
エ
リ
ア
」

を
は
じ
め
、
飯
山
市
で
行
わ
れ
る

各
種
事
業
や
世
の
中
の
旬
な
話
題

を
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー

を
随
時
設
置
し
て
し
て
い
く
予
定

で
す
の
で
、
図
書
館
に
お
越
し
の

際
は
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

な
お
、
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
に
展

示
し
て
い
る
資
料
も
貸
し
出
し
が

可
能
で
す
。

各
種
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー

設
置
し
て
い
ま
す

どちらのコーナーもお気軽にご覧ください

◀
携
帯
電
話
版

◀
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
、
図
書
館
か
ら

の
お
知
ら
せ
、
ご
利
用
状
況
、
貸
出・

予
約
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の
確
認
と
、

蔵
書
検
索
と
資
料
の
予
約
、
新
刊
・

新
着
資
料
検
索
、
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更

な
ど
が
で
き
ま
す
。

 

趣　
味
・
実　
用

ネ
ッ
ト
検
索
が
怖
い

神
田 

知
宏

こ
こ
が
知
り
た
い
!
デ
ジ
タ
ル
遺
品

古
田 

雄
介

大
嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀

岡
田 

莊
司

隣
人
ヒ
ト
ラ
ー

エ
ド
ガ
ー  

フ
ォ
イ
ヒ
ト
ヴ
ァ
ン
ガ
ー

道　
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
記
念
記
録
集

宮

内

庁

編

平
成
の
終
焉

原　

武

史

異
文
化
理
解
の
問
題
地
図

千
葉 

祐
大

家
族
終
了

酒
井 
順
子

一
流
の
人
は
な
ぜ
風
邪
を
ひ
か
な
い
の
か
？

裴　

英

洙

薬
を
使
わ
ず
に
ぐ
っ
す
り
眠
る
方
法

大

谷　

憲

一
肉
一
菜
お
か
ず

吉
田 

麻
子

知
ら
な
き
ゃ
損
す
る
農
家
の
年
金
・
保
険
・
退
職
金

林
田 

雅
夫

草
花・鉢
花・観
葉
植
物
を
枯
ら
さ
な
い「
コ
ツ
」！

天
野 

麻
里
絵

生
き
物
と
し
て
の
力
を
取
り
戻
す
50
の
自
然
体
験

カ
シ
オ
計
算
機
株
式
会
社

平
成
新
語 

出
ど
こ
は
ど
こ
？

中
村 

三
郎

す
ご
い
言
い
訳
！

中

川　

越

生
き
る
と
か
死
ぬ
と
か
父
親
と
か

ジ
ェ
ー
ン　
ス
ー

仕
事
に
し
ば
ら
れ
な
い
生
き
方

ヤ
マ
ザ
キ 

マ
リ

思
わ
ず
考
え
ち
ゃ
う

ヨ
シ
タ
ケ 

シ
ン
ス
ケ

 

よ　
み　
も　
の

Ｘ
と
云
う
患
者

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト 

ピ
ー
ス

わ
た
し
、
定
時
で
帰
り
ま
す
。
［2］

朱
野 

帰
子

ひ
と

小
野
寺 

史
宜

作
家
の
人
た
ち

倉

知　

淳

呪
護

今

野　

敏

隠
居
す
ご
ろ
く

西
條 

奈
加

帰
還

堂
場 

瞬
一

い
も
殿
さ
ま

土
橋 

章
宏

ポ
ル
シ
ェ
太
郎

羽
田 

圭
介

同
潤
会
代
官
山
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

三

上　

延

検
事
の
信
義

柚
月 

裕
子

 

郷　
　
　
土

長
野
県
平
成
年
表

信
濃
毎
日
新
聞
社
出
版
部

棚
田
地
域
の
震
災
復
興

木
村 

和
弘

田
園
の
日
々

小
野
沢 

竹
次

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

。
柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

3031  生涯学習だより / 19.5

人
形
：
高
橋
ま
ゆ
み

撮
影
：
嶺
村 

裕
（
日
本
写
真
家
協
会
会
員
）

 

元号が改まり、時代の変遷を特に感じる現
在。未来のことはいつもわかりませんが、
社会や自分の周囲が変化する中、悩みや
迷いを抱えている方も多いはず。コラムニ
ストの著者が各分野で活躍する８人と「今」
を語る対談集。これからを生きる手がかり
が、見つかるかもしれません。

私
が
オ
バ
さ
ん
に
な
っ
た
よ

　
　
　
　
　

ジ
ェ
ー
ン
・
ス
ー　
ほ
か

◇ 図書館カレンダー ◇
6/1 土

　休館日（蔵書点検期間）
　　　5/28 ㈫～ 6/6 ㈭

2 日
3 月
4 火
5 水
6 木
7 金 移動図書館車④太田 ･富倉
8 土
9 日 10:30 ～ブックスタート
10 月 休館日
11 火
12 水 移動図書館車①北原 ･常盤
13 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
14 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
15 土
16 日 10:30 ～おはなしひろば
17 月 休館日
18 火
19 水 移動図書館車③温井 ･秋津
20 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
21 金 移動図書館車④太田 ･富倉
22 土
23 日 10:30 ～おはなしひろば
24 月 休館日
25 火
26 水 移動図書館車①北原 ･常盤
27 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
28 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
29 土
30 日 10:30 ～おはなしひろば

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】月曜（月曜が祝日の場合は
　　　　　　 翌平日）・年末年始・ほか

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

幻  冬  社


